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Enzymic Observation on the Ecology of Horse-mackerel 

     Trachurus japonicus  (TEMMINCK et SCHLEGEL)

Chiaki SHIMIZU and Takeshi  KAJIHARA

 Some fish migrate from coast to the open sea with growth, and we think that the physiological, 

biochemical and environmental factors have great influence on this migration. We  observed the 

digestive enzyme of horse-mackerel upon this opinion, and made clear that the enzyme activities rapi-

dly increase in power before migration, moreover, near the end of autumn, the enzyme activities 

of comparatively smaller horse-mackerel of late birth increase as power as those of larger ones of early 

 birth.
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Fig．　1’・The　wq．ight　of　digestive　organs　of　horse－mackerel　per

　　one　mrp．　of．forl〈　length．．

　　　e　：　fished　in　May，　June，　July．

　　　O　：　fished　in　October，　November，　1）ecember．

　　　　each　spot　are　average　of　more　than　20　bod’ies　in　same

　　　　length　（4＞　standard　deviation）．
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Fig．　2　The　lipase　activity　of　horse－mackerel　per　one　mm．　of

　　fork　length．

　　reaction　conditions　：　p日：8．0，　350Co，　30，・

よびO．1％thy皿olphthalein

アルコール溶溶0．5ccを加

えi遊離iした酸をN／20NaOH：

で滴定し，このlccを250

1ipase　unitとした．なお対

照試験としてアルコールを

加えた後酵素液を加えて零

時間の値を測定した．

　このようにしてえた値か

ら各体長毎に体長lmm当り

のlipase　unjtを算出しそ

の結果をFig、2に示す．

　3．　amylase　a皿ylase

はBlu6　value法2）で測定

した．即ち可溶性澱粉19，

：NaCl　29を永に』とかして

100ccにした基質溶液を2cc

ずつ試験管匠とり，．これに「

M115燐酸緩衝液。（pH：7．0，

最適pH：）1gcを加えた後

35。Cに保ち，測定値がほ

父酵素濃度に比例する範囲

に稀釈した酵素液1ccを加

えまた対照試験として他の

試験管に酵素液の代りに水

lccを加え35。C，30分反応

させた後1％三塩化酢酸10

ccを加えてよく混合し，蛋

白質が凝固した後濾液を2

倍に稀釈しそのlccを0．005

％ヨード液10cc申に入れて

発色させ660mμブイルター

を使用して測定した．活性

　　　　　　おら　　　　げ
騨位〔DB〕mg’．Aは350

C，　30分間に　Blue　value

（66QmpsOD）をlo％低下さ

せる可溶性澱粉のm9数：で

　　　　　　　　表わした．なお酵素活性度

．の測定に当っては各種濃度

の酵素についてDBを測定

して作った標準曲線を補正

に使用した．

　上記のようにしてえた値から1ipaseと同様に体長lmm当りのDBを算出しその結果をFig・3に示す・

　4．proteolytic　enzyme　・カゼイン59をIN：NaOH：5cc，熱湯50ccで溶解後1：N　HC1で中和し，：MI15

燐酸緩衝液（pH：8・0，最適pH：）30ccと少量の水で10Qρcにした溶液を基質としFormo1滴定法3）で測定
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Fig・　3

150 mm

The　amylase　activity　of　horse－macl〈ere｝　per　one　mim．

of　fork　］ength．

proteolytic　enzyme　activity

　　　fork　length
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した．即ち35。Cに保つた

5％カゼイン溶液5ccを50

cc三角フラスコにとり，酵

素反応が酵素濃度にほX“比

例する範囲に稀釈した酵素

液lccを加え密栓して35。C，

30分反応させた後中性ホル

マリン2ccおよび0，1％thy－

molphthalein　Q．5ccをカ惑え

：N／20］NaつHでCこ）OH：を

滴定し，中性ホルマリンを

加えた後酵素液を加えたも

のを対照試験とした。なお

この場合反応初めの1分間

に1マイクロ当量のCOOH
を生成する酵素活性を1単

位としこれを

〔・u〕論鵬鍵表

わす．酵素活性の測定に当

ってはamylaseの場合と同

様標準曲線を作って補正に

使用した．

　上記のようにしてえた結

果から前記同様体長：1mm当

りの：PUを算出し：Fig．4

に示した．

　5，貯蔵中における酵素

　の不活性化　　内蔵は貯

蔵中および処理中に多少酵

素が不活性化することが考

えられるので同体長のマア

？が多量漁獲された時10C

および一15。Cに貯蔵し時

々20個体ずっとり出してそ

の活性を測定した．実験結

果は：Fig，5に示す．

Fig．　4　The　proteolytic　enzyme　activity　of　horse－macl〈erel

　　　　per　one　mm．　of　forl〈　length．

結果の考察並びに結論

　多くの魚類は成長するに従って生息場所を次第に変える．このような生態の変化は当然多くの内的要因，

外的要因が関連した結果であるが私達はその一部として最も簡単に入手出来たマアジを試料にし体長を基

準にして消化酵素を測定した．Fig．5から明らかなように試料の処理中は極力氷冷したので酵素の不活

性化はほとんどなく，又1夜一一　150Cに凍結後酵素を抽出しているのでamylaseも活性化されている．　Ff9．
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The　decrease　of　enzyme　activity　of　horse－mackerel

during　storage．

1から明らかなように体長

　（fork　length）lmm当りの

消化器管の重量はその漁獲

時期には無関係に大体体長

に比例する．しかし体長l

mm当りのlipase，　amylase，

proteolytic　enzymeの活性

は：Fig．2，3，4で示すよ

うに総括的に見て大体体長

130mm前後から急速に増加

し，その後次第に沖合に移

動し150mm前後になると湾

内での漁獲量は極度に少な

くなる．そしてこのような

体長130m皿前後における酵

素活性の急激な増加は5月，

6月，7月に漁獲したもの

’ではあまり認められず体長

の大きいものでも比較的酵

素活性が弱いが，10月，11

月置12月に漁獲したもので

は酵素活性の増加が特に顕

著に認められた．この傾向

は1’ipaseに特に著：しくま

た体長の大きいものに著し

い．このような消化酵素の

急激な活性化には当然色々

の要因が考えられるが水

温飼料が非常に大きな外

的要因をなしていると思わ

れる。7月，8月，9月と

高水温の期間を経たマアジ

は当然その間活発な運動を

行い，新陳代謝も盛んにな

り必然的に酵素の活性も強くなるものと考えられる．また胃の内溶物を見ると春過ぎには大部分はカタク

チイワシおよび他の魚のシラスと動物プランクトンであるが春から夏にかけ飼料の量，種類等が変化する

ので化学的組成も変化し，特に脂質についてこのような傾向が大きいことが想像されしたがって！ipaSeの

活性が特に顕著に現れるものと考えられる．しかし一概にこのように断定することは困難であり，今後の

研究で水温，飼料，酵素の関係および生態の異なった魚種間の差異等について明らかにしたい．

　終りに臨み本研究に御指導および御校閲を戴いた福原教授ならびに試料入手に御尽力下さった飯塚昭二

氏に深謝の意を表する．
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